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研究成果の概要（和文）：本研究課題では広義の社会制度（習慣や道徳）の発生から、明文化された狭義の社会
制度の役割と機能までを対象にした。研究期間の前半はこれらの直接の対象となる、社会における他人の考えを
どのように考えるか、そして社会的立場の経験とを研究した。しかし、これらの研究の発展のために、周辺事
実・理論の考察などの準備が必要である事が明らかになり、後半はそのような準備・探究を行った。それによ
り、帰納的ゲーム理論と認識論理学の更なる発展の準備は大幅に進んだ。この準備段階そのものでも大きな貢献
ができた。これらの準備の下に、制度・認識・社会正義への帰納的ゲーム理論と認識論理学からの研究へ貢献が
できると考える。

研究成果の概要（英文）：In this research project, we have studied social institutions in the broad 
sense such as custom and moralities to social institutions in the narrow sense such as those having 
written codes. In the first half of this research project, we studied how cooperation might emerge 
through social institutions such as role-switching. Through these research activities, we have found
 to study and clear more basic concepts and problems for further developments. In the second half of
 the research project, we have studied more basic problems related to inductive game theory and 
epistemic logic. As will explained below, we have made large contributions, which will be 
foundations for further developments of the present projects and inductive game theory and epistemic
 logic. 

研究分野：社会科学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究課題の目標は、社会科学の基礎を哲学的・理論的・そして実証の立場から問い直すことである。この5年
間の成果はその目標への幾つかのステップであるが、それでも、それらの成果は社会と人間の理解と、社会（世
界）の運営のあり方への指針を与える。本プロジェクトは、このように社会の実際の運営への含意を多く持つ。
これが本プロジェクトの社会的意義であり、学術的意義は、各細部での貢献の他に、社会科学がどのようにある
べきかを含意しており、それを社会に伝えることは大きな学術的意義である。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
研究代表者は、広義および狭義の社会制度を「帰納的ゲーム理論」・「認識論理」・「社会正義」
の観点から研究をしてきた。これらの分野間の関係はあたかも独立に存在しているような状態
であった。各主題をより良く理解するためにも、これらを総合的・有機的に関連させて研究す
ることが求められていた。本研究計画では、上記の研究をより明示的に関係させて研究を行う
計画だった。これらを関係づけるキー概念は「個人の限定合理性」であると考え、関連付けを
行いながら、各主題の研究を進展させることをこのプロジェクトの目的とした。 
本研究プロジェクトでは、「個人の限定合理性」とは、「個人の効用最大化の限定性」という
狭い意味で考えるのではなく、「個人の推論・計算能力・情報の収集・理解能力等の限定性」そ
して「個人と社会との相互関連の経験の限定性」を意味している。それにより制度・認識・社
会正義をつなげることを課題とした。このような研究の観点は、経済学・ゲーム理論学界にお
いて、2014 年当時においては皆無であった。 
 
２．研究の目的 
（1）制度・認識・社会正義を研究するキー概念は「個人の限定合理性」と考え、その研究のた
め、具体的には「認識論理」と「帰納的ゲーム理論」（実験まで含めた）の研究を進める。「認
識論理」の研究は、合理性とその限界を追究するゲーム理論・経済学の基礎を明確にし、現実
の社会経済の理解に多くの示唆を与える。例えば、「差別・偏見」の考察や「所得税制の超過累
進性」の必要性などの議論である。一方、「帰納的ゲーム理論」は経験世界と個人認識の関連を
考える理論である。この理論では、個人は経験を解釈し・意味付けを行ない、社会構造を理解
する。普通、この理解は部分的・皮相的であり、また間違いも多く含む。これが社会のおける
偏見の原因でもある。このような広義の限定合理性の理解のため「認識論理」が重要な役割を
担う。 
（2）上記問題は個人の価値観に大きく関連している。個人的価値は、その個人内の問題である
だけでなく、社会的文脈における当該個人と他個人との相互関連が重要である。特に、他個人
の価値観をどのように考えるかはゲーム理論の重要な課題である。そのため、社会的役割・立
場の交代（role-switching）という概念を導入して、個人が他個人の価値観をどのように想像
するのかを研究した。そのために、共通認識が重要な役割を果たすので、共通認識そのものを
扱う論理体系を研究する。また、個人の限定合理性（理性の限定）を考慮するために、期待効
用理論にそのような限定性を導入することも研究した。 
 
３．研究の方法 
上記の課題に関しての理論的研究が中心であるが、理論の健全な発展のため、背景・応用可
能性などの哲学的議論から現実問題への応用、さらに、コンピュータシミュレーション・被験
者実験までを方法として採用している。このように、方法論から対象までが多岐にわたるので、
5年間の研究期間中、定期的に研究会を開催し、多くの学会へ参加し、発表を行ってきた。特
筆すべきは、5年間の期間中、国際的研究集会を、毎年、早稲田大学で開催し、研究情報の交
換、研究課題の議論などを積み重ねた。 
 
４．研究成果 
上記したように、この 5年間の前半は帰納的ゲーム理論の立場から他者の思考・選好の問題
を社会的役割の交代に絡めて研究した。また、後半は認識論理学で共通認識などを研究するた
めに必要な無限連言などを入れた認識論理体系の研究をし、期待効用理論の確率の使用を制限
する体系の研究を行った。この研究はまだ学術誌に掲載が決まっていないが、この５年間の重
要な発展であるので、下記で成果として報告する。また、制度・認識・社会正義を全体とどの
ように考えるかを議論した論文を成果報告に入れる。本報告書には研究分担者達のほぼ全部の
5年間の業績をのせたが、以下での説明では本研究プロジェクトに直接関連する研究成果を選
んで説明している。 
（1）帰納的ゲーム理論とその周辺に関して：Kaneko-Kline (2015) において、社会的役割（立
場）を社会組織の構造に導入し、その立場に入る人間が交代できる枠組みを発展させた。帰納
的ゲーム理論の理論的発展を進めた。それによって、個人間認識の発生の仕組みが議論可能に
なる。また、この議論によって、他人の認識を知ることが可能になり、人間達の協力の可能性
も出てくる。同論文において、そのような協力の可能性の範囲を議論している。 
帰納的ゲーム理論に関して：Kaneko-Mitra (2011) においては「差別と偏見」の問題への帰
納的ゲーム理論からの考察のための基礎付けを行っている。 
海外共同研究者の Jeffrey Kline は彼の共同研究者達との論文（Kline, Lavendhomme, 
Waltener (2018).）で、帰納的ゲーム理論の「帰納的推論」の役割の研究を行った。これは
帰納的ゲーム理論の基礎になる経験からの帰納の役割を明確にするもので、本プロジェクトに
重要な発展である。 
（2）認識論理学に関して：この 5年間はむしろ帰納的ゲーム理論に重点を置いて研究したが、
認識論理学に関しても研究も大幅に進展させた。Hu-Kaneko-Suzuki（２０１９)では、無限連言
を許すが、すべてではなく、一部の構成的な無限連言だけを許す認識論理体系を考え、その証
明論的体系とクリプキ意味論を与え、証明可能性と恒真性の同値性を証明した。これはその体



系の健全性・完全性定理と呼ばれるものである。これによって、ゲーム理論における共通認識
や他人の思考の参考する無限背信などの概念が明確に、非常に大きな数学的体系を必要とせず
に議論することが可能になる。体系内の無限概念の繰り返し回数により、有限的体系（無限概
念が全く入らない）からより深い体系への列が定義され、そのどれに対しても上記した健全性・
完全性が成立する。論文内では論文内でゲーム理論の合理化可能性解への応用を与えて、それ
がどの程度の無限を必要とするかを議論している。実は十分な議論が非常に浅い範囲しか必要
としないことを証明している。また、認識論学で普通、基本的公理とされる 
真理公理：   

正内観公理：  

負内観公理：    
Hu-Kaneko-Suzuki（２０１９)の体系では、これらを仮定する必要がない（主定理のためには仮
定しても良い）。それにより、上記公理の評価が可能になる。真理性公理は無限連言のあるなし
に関係なく、体系内で定義可能である。正内観性公理は体系の中でもっとも大きな で初め
て定義可能になる。負内観公理はどの体系でも定義することができないことが証明される。 
（3）総合的議論：石川（2018）は、「論理実証主義からみる帰納的ゲーム理論」というタイ
トルで,論理実証主義の歴史と科学基礎論的立場から、帰納的ゲーム理論と認識論理学を考察す
る試みをした。帰納的ゲーム理論に出てくる帰納と概念は科学・哲学を考える帰納とは狭い意
味においては異なるが広い意味においては同じ範疇に入る。科学・哲学でいう帰納とは科学者
が行う作業であり、正確な実験計画と統計処理の上で、一般的命題を提出する。帰納的ゲーム
理論での帰納は一般の人々の行為であり、数少ない経験をもとに社会を理解するものである。
後者は行動選択や価値判断に直接関係しており、人々の社会理解の過程を分析する。論理実証
主義は科学者を行う帰納の限界を議論して、1950 年代にデッドロックに乗り上げた。石川
（2018）は、帰納的ゲーム理論がより広い視野のもとで帰納と行動選択・価値の形成などの接
続の可能性を持つことを議論している。 
Kaneko（2019）は、21 世紀の狭く・小さくなった地球世界を規範的立場から考察を始める。
その立場から地球を一つとして捉える世界連邦国家論が必要になると議論する。そして、具体
的な地球世界の運営の可能性を探究している。そのために社会制度・社会認識・社会正義をど
のように捉えれば良いかについて議論し、そのための社会科学そして諸々の科学・技術の役割
を議論している。このためのキー概念として、「限定的な理性（合理性）」を挙げている。人々
の理性はいろいろな意味において限定される。それを補うのは制度であり、制度設計はこの立
場で考えることの必要性を議論している。これが帰納的ゲーム理論と認識論理学研究が中心的
役割を果たすだろうと結論づける。 
 以上のように本研究計画で大きな成果が得られ、これから行うべきより研究のスコープを与
える。 
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